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本 報告 書 で は 、 世界 規模 の 大 手 自動 車 メ ー カ ー 各 社 が 電気 自動 車 (EV) へ の 移行 を どの 程度 進 
め て いる の か を 評価 し て いま す 。 多数 の メー カー が 排出 ガス を 排出 し な い 自 動車 を 目指 し て 取 

り 組ん で いま す 。 この 取り 組み は 、 気候 変動 が 世界 に も た ら す 最悪 の 影響 を 緩和 する た め に 不 
ARTE 上 記 の 目標 に 向かう メー カー 各社 の 対応 を 評価 する た め 、1ICCT 独 自 の 10 の 指標 に 
基づい て 評価 を 行い まし た 。 この 指標 は 、 各 社 の 現在 の 取り 組み お よび 近い 将来 に お ける 計画 
の 両方 を 反映 し て いま す 。 評価 対象 は 、 メー カー 各社 の 現在 の 製品 と 製造 プロ セス 、 お よび 将 
来 の 計画 、 方 針 、 優先 順位 で す 。 この 手法 は 、 先進 的 な メー カー と 進歩 的 と は いえ な い メ ー カ 
ー を 区 別 す る た め に 有意 義 で 包括 的 な アプ ロー チ と 言え ます 。 
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2022 年 の 、 軽量 車 (乗用 車 及 び 軽 貨物 車 ) 販 売 台数 で 上 位 20 位 まで の メー カー に 焦点 を 当て る 
こと で 、 本 報告 書 に より 、 世 界 的 な 研究 と 分 析 に 欠け て いる 、 主要 な 自動 車 メ ー カ ー の ゼロ エ 
ミッ ショ ン 車 (zero-emission vehicle, 以下 、ZEV) へ の 移行 状況 に 関す る 重要 な 要素 が 補 わ 
れ ま す 。 また 、 評価 に 用 いた 方 法論 と デー タ ソ ー ス の 詳細 を すべ て 提示 する こと で 、 定量 的 で 
透明 性 の ある 評価 を 提供 し て いま す 。 また 、ICCT は 本 報告 書 で 評価 する 自動 車 メ ー カー 全社 
と 連絡 を 取り 、 収集 し た デー タ の 検証 に 努め まし た 。 


評価 報告 書 の 多く は 、 環境 ・ 社 会 ・ ガ バナ ンス (ESG) と いっ た 広範 囲 に わた り 、 多数 の 企業 を 
対象 に し て いる た め 、 論点 が 曖昧 に な り が ち で す 。 その 点 が 本 報告 書 の 違い で す 。 私 た ち は 限 
られ た 分 野 に 関す る 深い 専門 知識 を 活用 し て 焦点 を 絞っ た 鋭い 評 fl を 提示 し て お り 、 か つて な 
い 転 換 期 を 迎え た 自動 車 業 界 の メー カー 各社 を 比較 し て いま す 。 例え ば 、 本 分 析 は 、6 つ の 主 
要 自 動車 市 場 に お ける EV の 販売 台数 と 基本 的 仕様 を 含む 包括 的 な デー タベース に 基づい て 
いま す 。 また 、 pic は 、 プ ラグ イン ハイ ブリ ッ ド カー(plug-in hybrid electric vehicle, X 
下 、 PHEV) に 関し 、 実際 の 電気 駆動 の 割合 に つい て も 考慮 し て いま す 。 


この 評価 に は 現在 と 将来 の 業績 ff 指標 が 含ま れる た め 、 10 の 指標 を 市 場 優位 性 、 技術 性 

BE. 戦略 的 ビジ ョ ン の 3 つの 分 野 に 分 類 化 し て いま す 。 これ ら の 分 野 が 総合 評価 結果 の ベー ス 
に な り ま す 。 表 ES1 で は 、 3 つの 分 野 の スコ ア を 示し て お り 、 右端 の スコ ア が 2022 年 の 総合 評 1 
と な り ま す 。 この 最終 評価 が ZEV 移 行 に 関す る 各 企 業 の 相対 的 な 順位 と な り ま す 。 自動 車 メ ー 
カー 各社 の 順位 は スコ ア の 得点 順に な っ て お り 、 緑色 の | リー ダー(Leaders)] は 上 か ら 3 分 の 
1(66.7-1008), 黄色 の 「 移 行 中 (Transitioners)] は 中 間 の 3 分 の 1(33.4 一 66.6 点 )、 赤 色 の 「 
出遅れ (Laggards)] は 下 か ら 3 分 の 1(0-33.3 点 ) の スコ ア と な っ て いま す 。 
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動車 メー カー が 進め る 各社 の ZEV へ の 移行 状況 を 表し て いま す ( 表 


t の ZEV 車 換算 販売 台数 シェ ア を 分 析 し て 


いま す 。ZEV 車 換算 販売 台数 シェ ア は 、、 軽量 車 販売 総数 に 占め る バッ テリ ー 式 電気 自動 車 


(battery-electric vehicles, LAF, BEV), 燃料 電池 自 
下 、FCEV)、 お よび 、 PHEV を 含む EV の 割合 を 示し ます 。 PHEV に つい て は 、 実 際 の 運転 状況 を 


HE (fuel cell electric vehicles, X 


考慮 し 、 電 気 で 走行 し た 割合 の み を 分 析 し て いま す 。 また 、 軽量 車 に 分 類 さ れる 8 車種 (ミニ / サ 
ブ コ ン パ クト カー か ら ピ ッ ク ア ッ プ トラ ッ ク ) に つい て 、 これ ら の 車種 に 分 類 さ れ 得 る 各社 ZEV 


モデ ル の 8 車種 を 基 に し た 割合 も 分 析 し て いま す 。 


市 場 優位 性 の 分 野 で リー ダー の 位置 を 獲得 し た テス ラ と BYD は 、 既に 電気 自動 車 の み を 生産 
し て いま す 。 テス ラ が 生産 する の は BEV の み で 、 BYD は 2022 年 3 月 より EV(BEV お よび PHEV) の 
み を 生産 し て いま す 。 他 の すべ て の メー カー は ZEV 販 売 台数 シェ ア で 大 きく 遅れ を 取っ て いま す 


が 、 軽量 車 に 分 類 さ れる 8 全 租 
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表 ES2 市場 優位 性 に お ける ラン キン グ 
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技術 性 能 の 分 野 で は 、 消費 者 ニー ズ に 応え 、 上 流 排出 量 を 削減 する の に 重要 な 自動 車 メー カ 

ー 各 社 の 技術 的 進歩 の レベ ル を 5 つの 指標 に 基づき 評価 し て いま す 。 エネ ルギー 消費 の 指標 

で は 、 自動 車 性 能 に 関し 、 消費 者 に 対し て は 電気 代 を 低く 抑え 、 また 、 バッテリー 製造 の コス ト 
と 環境 へ の 影響 を 低減 する た め の BEV へ の 可能 性 を 分 析 し て いま す 。 充電 スピ ー ド の 指標 で 

は 、 BEV の バッ テリ ー 充 電 の 速 さ を 評価 し 、 走行 距離 の 指標 で は 、 消費 者 の 利便 性 に と っ て 重 
要 な 要素 で ある 、 充電 お よび 燃料 補給 な し で 走行 で きる 距離 を 示し て いま す 。 再生 可能 エネ ル 
ギー の 指標 で 、 上 流 排出 量 に 関し 、 自動 車 の 製造 ・ 組 み 立 て 、 バ ッ テ リ ー の 製造 過程 に お いて 
100% 再 生 可能 エネ ルギー へ の 移行 に お ける メー カー 各社 の 進展 の 度合 い を 分 析 し て いま す 。 
また 、 バ ッ テ リ ー の リサ イク ル お よび 再 利用 の 指標 で は 、EV の バッ テリ ー の リサ イク ル と 再 利用 
に お ける 各社 の 進展 の 度合 い を 評価 し て いま す ( 表 ES3 参 照 )。 

多く の 自動 車 メ ー カ ー が 自動 車 技術 を 向上 させ て お り 、 技術 的 特性 で は 少な く と も 1 つの 指標 

で 高い スコ ア を 獲得 し て いま す 。 技術 向上 に より 、 消費 者 は ZEV へ の 満足 感 を 高め て お り 、 今 
後 、 広く 受け 入れ られ て いく こと が 見 込ま れ ま す 。 この 点 が 自動 車 メ ー カ ー に と っ て の 優先 事項 
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野 を 強化 する 必要 が あり ます 。 ゼロ カー ボン の 未来 で 成功 する に は 、 ほ と ん どの メー カー は 現 
在 の 市 場 で トッ プ の 企業 を 超え を な けれ ば な ら な いと いえ ます 。 
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戦略 的 ビジ ョ ン の 分 野 で は 、 自動 車 メ ー カ ー 各 社 が 長期 計画 で どの 程度 ZEV に 焦点 を 当て て 
いる の か を 3 つの 指標 で 評価 し て いま す 。 ZEV 目 標 の 指標 で は 、 地球 の 気温 上 昇 を 2*C 未 満 に 

抑え る の に 必要 な 対策 と の 整合 性 を 考 量 し た 上 で 、 ZEV 販 売 .._ の 長期 目標 を どの 程 
度 に 設定 し て いる か に つい て 分 析 し て いま す 。 ZEV へ の 投資 の 指標 で は 、 自 動車 メー カー の 規 
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Bul! 
= 


模 に 応じ て ZEV の 研究 開発 (R&D)、 ZEV と バッ テリ ー の 製造 工場 、 インフ ラ へ の 公表 され て い 
る 総 投資 額 に つい て 評価 し て いま す 。 最後 の 経営 幹部 報酬 の 指標 で は 、 EV 開発 が メー カー 各 
社 の 経営 幹部 の 報酬 に どの 程度 関与 し て いる か を 評価 し て いま す 。 


自動 車 メ ー カ ー の 多く が ZEV に コミ ッ ト し て いま す 。 実際 に 9 社 が 主要 な 自動 車 市 場 に お いて 
2035 年 まで に 少な く と も 1 つの ブラ ンド で ZEV へ の 完全 移行 を 達成 する こと を コミ ッ ト し て お 
り 、 ほぼ すべ て の メー カー が ZEV 開 発 へ 多額 の 投資 を 行う こと を 公表 し て いま す 。 


LOL, EV 開 発 の 進展 に お ける 成功 を 経営 幹部 の 報酬 に 活用 し て いる メー カー は 少数 で す 。 
経営 幹部 報酬 を ESG の 成果 と お お むね 関連 付け て いる メー カー は 数 社 あ り ま す が 、 経営 幹部 
の 報酬 (報酬 パッ ケー ジ の ご く < 一 部 ) と EV 開 発 の 進捗 状況 を 直接 関係 させ て いる の は 5 社 ( ス 
テラ ン テ ィ ス 、 BMW, GM, ルノー、 日産) に 過ぎ ませ ん 。 ZEV へ の 移行 の 遅れ の 取り 戻し を 図っ 
て いる 企業 は 、 こ の 強力 な ツー ル の 活用 を 検討 する こと を お 勧め し ます 。 


表 ES4 戦略 的 ビジ ョ ン に お ける ラン キン グ 


戦略 的 ビジ ョ ン 


ZEV 目 標 ZEV へ の 投資 経営 幹部 報酬 分 野 別 ス コア 


sr HS 
テス ラ ーー | oo MC 
リー ダー 
DE — 
ow 還っ ター 
フォ ルク ス MEN Kurz 移行 中 
ワー ゲン 
上 海 汽車 SAIC) | 37 ss | 
sxe 6 2: o MU 
He eo 。 24 / a | 
タタ 52 18 Oo E 
ヒュ ンダ イキ ア so 20 . DH = 
マツ ダ 30 25 (o) | 8 
トヨ タ 39 7 o | 5 | 
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Dull 
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以上 、 2022 年 の 全体 評 人 
多く の 自動 車 メ ー カ ー 


か ら 、 大 ま か に 


移行 の 複雑 さと 幅 の 広 さ 、 ま た 各 神 


の 評 人 


PHEV の マー ケッ ei 299% | 
ス 、VW な どの メー カー は 、 
す 。 BMW、 フォ ー ド 、 a ヒュ ンダ イ ・ キ ア メルセデス ・ ベ ン ツ 、VW な ど は 、 
要 な 点 で ある 技術 的 特性 の 
流 製造 工程 に 
定 し 、 達成 に 向け た 投資 を 行っ て いま す 。 幅 


以下 3 つの 結論 が 得 ら れ ま す 。 


ー が 少な く と も 1 つの 指標 で は 高い スコ ア を 獲得 し て いま す 。 これ は 、ZEV 
ト [で アプ ロー チ が 異な っ て いる こと を 表し て いま す 。 2022 年 


で トッ プク ラス に 位置 する メー カー、 テ スラ は ZEV の み を 生産 し て お り 、 BYD は ZEV と 


{A 
小型 車 か ら 小型 トラ ッ ク 


ば し まし た 。 長安 、 


吉利 、 上 海 汽車 (SAIC)、 ステ ラン ティ 
ET 軽量 ZFV モ デル を 幅広 く 開発 し て いま 
肖 費 者 に と っ て 重 


AJ EISE 
お ける 排出 量 肖 


カカ し て いま す 。 


| 減 に も 取り 組ん で いま す 。 多く の 自動 車 メ ー カ ー が ZEV 


また BMW、VW、 メル セ デ ス ・ ベン ツ !【 oe 
標 を 


広い 指標 で メー カー を 評 人 


する こと で 、 各 視 


LO 


み と 弱 み に つ いて 、 鋭く 、 バ ラン ス の 取れ た 見 方 を する こと が で きま す 。 


課題 は 各社 に あり ます 。 テス ラ と BYD で さえ も 、 評 人 


の 低い 指標 が あり ます 。 例え ば 、 私 た ち 


の 評 人 


スラ が 2022 年 に 
に 、 BYD も 消 


ん 。 


日 本 お よび イン ド に 本 社 が ある メー カー は 移行 に お いて 競合 他社 に 追 
上 すべ て と 、 イン ド に 本 社 
を 改善 する に は 、 EV 販 売 台数 を 増やし 、 ZEVE 
的 な 政策 が な いた め 、 現在 日 
、 こ れ ら の 企業 も ZEV 移 行 に 向け た よ 


必要 が あり ます 。 
下位 に 位置 し て いま す 。 FA 
し 、ZEV へ 投資 する 必要 が あり ます 。 効果 
市 場 に 活気 が な いこ と は 事 


か ら 、 テ スラ !【 は より 多様 な サイ ズ の モデ ル を る 
販売 し た モデ ル は 、 私 た ち が 分 類 し 


日 本 に 本 社 が ある 5 社 


実 で す 。 し か し 


る 目 


E や 投 人 次 計画 を 公表 


し て いた ら 、 評 


この 


= 


oy 


a 


組み が 進 
基づく も の と し 、 入手 で き 次 第 ZEV に 


BRIS 


展 す る に つれ て 、 評 1 


ば 、 サ プラ イチ ェ ー ン の 脱 談 素 


現時 点 に お いて は 、ZEV へ の 移行 に 関す る グロ ー バ ル 自 
書 が 完全 で 正確 な 要約 と な っ て いま す 。 


vi 


書 で も 、 複雑 で 、 さ ま ざ ま 


2022 年 グロ 動車 メー カー 評 


ー バ ル 目 


費 者 に と っ て 重要 な 技術 的 特性 を 向上 させ な けれ ば な り ま 
に つれ て 、 すべて の 企業 は 変化 する 市 場 に 


価 は 高く な っ て いた で し ょ う 。 


報告 書 は 毎年 アッ プ デ ー ト する 予定 で す 。 状況 が 3 
が 毎年 変わ る こと は 確か で す 。 私 た ちの 調 


反 売 する 必要 が ある こと が 分 か り ま す 。 テ 
た 8 種 の うち わずか 3 種 の み で し た 。 同様 
せん 。 移行 が 加速 す 


a 


遅れ な いよ う 進 化し 、 成 長 し な けれ ば な り ま せ 


an 
[が ある タタ は 、 私 た ちの 評 人 
標 を 設定 ・ 公 表 
日 本 と イン ド の 国 
り 説得 


変化 し 、 自 動車 メー カー 各社 の 取り 


今後 も デー タ に 


関す る 新しい 実際 の デー タ を 組み 込ん で いく 予定 で す 。 

こつ いて は 、 新しい 方 法論 が 生み 出さ れ 、 既存 の 方 法論 が 完成 し た 際 に は 常に アッ プ デ ー 
ト し て いき ます 。 例え 
す 。 次 の 報告 


化 と いう 要素 を 追加 で 組み 込む こと な ど で 


な 側面 を も つ ZEV 移 行 の 進捗 状況 を 追う 予定 で す 。 


動車 メー カー の 評価 に つ 


いて 、 本 報告 
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